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はじめに 

このドキュメントでは、SHM NQA を使用して、大企業が本社と支店を接続するためにリースしているサー

ビスプロバイダーのリンク状態を監視する構成例を示します。 

SHM NQAは、次の機能を提供します。 

• 監視対象インデックスのしきい値を使用してリンク状態を評価します。 

• しきい値違反イベントのリアルタイムアラームの生成。 

• アラームが生成されたときに、ネットワークトポロジ内の監視対象リンクを強調表示します。 

例:SHM NQAを使用したリンク状態の監視 

ネットワーク要件 

図１に示すように、それぞれの IPアドレスが 172.3.0.29および 192.168.30.100のデバイスは、サービス

プロバイダーのネットワーク上にあります。 

iMCのSHM NQAを使用して、デバイス間のリンクを監視します。監視対象のパラメータがしきい値を超え

ると、リアルタイムアラームが生成され、NQA ネットワークトポロジによってこのリンクが強調表示されま

す。 

図 1 ネットワーク図 

 
 

設定に関する制限事項とガイドライン 

SHM NQAを設定する場合は、次の制約事項およびガイドラインに従ってください。 

• すべての監視対象デバイスを iMCプラットフォームに追加して、NQAをサポートする必要がありま

す。 

• NQAタイプ名は一意である必要があります。 

• NQAインスタンスは作成直後に実行され、指定した実行時にのみデータが収集されます。 

• NQAインスタンスを追加する前に、NQAグループを作成する必要があります。NQAグループには、

複数の NQAインスタンスを含めることができます。 
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NQAタイプの追加 

1. Serviceタブをクリックします。 

2. 左側のナビゲーションツリーで、Service Health Manager > NQA Config > NQA Typeを選択しま

す。 

NQA Typeリストページが表示されます。 

3. Addをクリックします。 

NQAタイプを追加するためのページが表示されます(図 2を参照)。 

図 2 NQA Typeの追加 

 
 

4. Basic Information領域で、NQAタイプ名として ICMP-Echoを入力し、説明としてNQAテストを入力

します。 

5. Basic Index Information領域で、Addをクリックします。 

基本インデックスを追加するためのページが表示されます(図 3を参照)。 
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図 3 基本インデックスの追加 

 
 

6. Query領域で、Index Group Name リストから Basicを選択して、このグループの基本索引を表示

します。 

このグループ内のすべてのインデックスが、Basic Index Information領域に表示されます。 
 

 注: 

インデックスグループ名は、Basic、H3C、HW、CiscoまたはAdvancedです。各グループのインデッ

クスは事前定義されています。インデックス設定は変更できますが、新しいインデックスを追加するこ

とはできません。 
 

7. ICMP Echoを選択し、OKをクリックします。 

8. NQAタイプを追加するページで、OKをクリックします。 

NQAレベルの設定 

1. Serviceタブをクリックします。 

2. 左側のナビゲーションツリーで、Service Health Manager > NQA Config > NQA Level を選択しま

す。 

3. Addをクリックします。 

NQAレベルを設定するためのページが表示されます(図 4を参照)。 
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図 4 NQAレベルの設定 

 
 

4. Basic Information領域で、サービレベル名およびサービスレベル摘要を入力します。 

5. Threshold Information領域でパラメータを選択し、パラメータのデフォルトのしきい値設定を使用し

ます。 

この例では、パラメータ Unavailability Rate、Error Rate、Max RTT(ms)、および Average RTT(ms)

が選択されています。 

6. OKをクリックします。 

NQAグループの追加 

1. Serviceタブをクリックします。 

2. 左側のナビゲーションツリーで、Service Health Manager > NQA Instanceを選択します。 

3. Add Groupをクリックします。 

NQAグループを追加するためのページが表示されます(図 5を参照)。 

図 5 NQAグループの追加 
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4. Basic Info領域で、NQA Group Nameフィールドに Test-ICMPと入力し、Access Rightにオペレー

ショングループMaintainer Groupを選択します。 

5. OKをクリックします。 

NQAインスタンスの追加 

1. Serviceタブをクリックします。 

2. 左側のナビゲーションツリーで、Service Health Manager > NQA Instanceを選択します。 

3. Add Instanceをクリックします。 

NQAインスタンスを追加するためのページが表示されます(図 6を参照)。 

図 6 NQAインスタンスの基本パラメータの設定 

 
 

4. Basic Information領域で、次のパラメータを指定します。 

a. NQA Instance Nameフィールドに test_link_statusと入力します。 

b. Groupリストから Test-ICMPを選択します。 

c. NQA Instance Descriptionフィールドに ICMPテストを入力します。 

5. NQA service level and NQA service type領域で、NQAレベルを選択し、次のように入力しま

す。 

a. NQAレベルの場合は、Selectをクリックして ICMP-Echo-Connectivityを選択します。 

b. NQAタイプの場合は、Selectをクリックして ICMP-Echoを選択します。 

6. Nextをクリックします。 

図 7に示すように、デプロイメント情報を設定するためのページが表示されます。 

図 7 デプロイメント情報の構成 
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7. 次のようにデプロイメント情報を構成します。 

a. アイコンをクリックして、送信元デバイスと宛先デバイスとして、それぞれ IPアドレスが

172.3.0.29のデバイスと IPアドレスが 192.168.30.100のデバイスを選択します。  

送信元デバイスまたは宛先デバイスを選択すると、送信元または宛先の IPアドレスおよびポー

トの設定が自動的に入力されます。 

b. Timeout(s)フィールドに 3を入力します。 

c. Test timesフィールドに 10と入力します。 

送信元デバイスが Ciscoデバイスの場合、Test timesフィールドは使用できません。 

d. その他のパラメータにはデフォルト設定を使用します。 

8. Testをクリックして、NQAインスタンスが正しく設定されているかどうかを確認します。 

テストが失敗した場合は、図６および図７で設定したパラメータを変更します。 

9. Nextをクリックします。 

10. 図 8で示すように、モニター情報を設定します。 

a. Alarm Policyリストから Immediatelyを選択します。 

b. 他のパラメータのデフォルト値を使用します。 

図 8 モニター情報の構成 

 
 

11. Finishをクリックします。 

設定の確認 

1. 監視対象パラメータがしきい値を超えたときにリアルタイムアラームが生成されることを確認します。 

a. Alarmタブをクリックします。 

b. 左側のナビゲーションツリーで、Alarm Browse > All Alarmsを選択します。 

c. クエリーフィールドに IPアドレス 172.3.0.29を入力し、クエリーアイコンをクリックします。  

デバイスのアラームを表示するページが表示されます(図 9を参照)。 
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図 9 IPアドレスが 172.3.0.29のデバイスのアラーム 

 
 

d. アラームの説明をクリックします。 

図 10に示すように、アラームの詳細情報を表示するページが表示されます。 

図 10 アラームの詳細 

 
 

2. NQA トポロジのリンクステータスを表示します。 

a. Resourceタブをクリックします。 
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b. 左側のナビゲーションツリーで、Service Health Manager > NQA Instance Topologyを選択し

ます。 

NQA instance topologyページには、図 11に示すように、NQAインスタンスリンクとソースデバ

イスが同じ色のアラームレベルで強調表示されて表示されます。 

図 11 ネットワークトポロジステータス 

 
 

3. 必要に応じてアラームレベルを変更します。 

a. Alarmタブをクリックします。 

b. 左側のナビゲーションツリーから、Trap Management > Trap Definitionを選択します。 

Trap Definitionページが表示されます。 

c. クエリーフィールドに 172.3.0.29と入力し、クエリーアイコンをクリックします。  

クエリー基準に一致するトラップが表示されます(図 12を参照)。 

図 12 トラップ定義の照会 

 
 

d. ターゲットトラップを選択し、Modify Severityをクリックします。 

図 13に示すように、トラップの重大度を変更するためのページが表示されます。 
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図 13 トラップ重大度の変更 

 
 

e. Setting Style領域で、All Settingをクリックし、リストから Criticalを選択します。 

f. OKをクリックします。 

変更結果が表示され、トラップの重大度が criticalに設定されていることが示されます(図 14を参

照)。 

図 14 修正結果 

 
 

g. 手順 2で説明した手順に従って、リンク状態を表示します。 

図 15に示すように、NQAインスタンスリンクとソースデバイスは赤で強調表示されています。 

図 15 NQAネットワークトポロジの表示 
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関連ドキュメント 

SHMヘルプ 


